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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第57期

第２四半期
連結累計期間

第58期
第２四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 8,606,012 9,378,790 17,677,119

経常利益 (千円) 481,027 270,394 934,660

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 360,739 221,762 685,361

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 346,259 282,984 1,540,501

純資産額 (千円) 5,257,513 6,607,839 6,441,000

総資産額 (千円) 12,359,285 14,101,033 14,124,445

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 25.17 15.47 47.82

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.5 45.8 44.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 577,581 370,640 1,334,612

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △264,917 △346,000 △673,268

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △217,646 △304,144 △176,642

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,447,256 2,847,573 3,105,260
 

 

回次
第57期

第２四半期
連結会計期間

第58期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.84 3.10
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第2四半期連結累計期間の当社が属するプリント配線板業界の状況は、国内ではスマートフォン等の通信機器分

野の需要拡大により堅調に推移しましたが、依然自動車の減産が続き、家電製品等の一部でも生産調整の影響を受け

ました。海外では中国やアジア新興国の自動車関連分野等を中心に緩やかな成長が続いた一方で、欧州市況の不安定

さや中国経済の減速懸念から家電製品分野等が伸び悩み、市場環境が悪化しました。

このような状況の中、当社グループの業績は、国内は実装関連事業が搬送治具販売で寄与したものの、プリント配

線板事業はＬＥＤ照明等の家電製品、自動車関連分野で期初の生産調整等による低調な出足の影響を受け、前年同四

半期を下回りました。海外は中国経済減速懸念の影響等から、プリント配線板事業は家電製品分野等の販売不振をま

ねきましたが、自動車関連分野が引き続き堅調に推移した結果、売上高は9,378百万円（前年同四半期比9.0％増 772

百万円の増収）となりました。

利益面については、海外工場における稼働率の低下、円安による輸入販売品や原材料等の調達コスト増加等の結

果、営業利益は254百万円（前年同四半期比47.6％減 232百万円の減益）、経常利益は270百万円（前年同四半期比

43.8％減 210百万円の減益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は221百万円（前年同四半期比38.5％減 138百万

円の減益）となりました。
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セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

 

（日本）

両面プリント配線板は家電製品向け等で微増、搬送用治具や実装事業が伸張しましたが、片面プリント配線板は家

電製品のLED照明向けの生産調整等により減少した結果、売上高は4,025百万円（セグメント間の内部取引高を含む、

前年同四半期比0.3％減 11百万円の減収）、セグメント利益（営業利益）は片面プリント配線板の受注減、円安によ

る原材料等の調達コストの増加等により48百万円（前年同四半期比59.9％減 72百万円の減益）となりました。

 

（中国）　

片面プリント配線板は映像関連機器向けが増加、両面プリント配線板は自動車関連向けが好調に推移した結果、売

上高は5,228百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比18.6％増 818百万円の増収）、セグメント

利益（営業利益）は工場稼働率の低下等により236百万円（前年同四半期比36.5％減 136百万円の減益）となりまし

た。

 

（インドネシア）

片面プリント配線板は映像関連機器や家電製品向けの受注が減少しましたが、自動車関連向けが伸張した結果、売

上高は1,115百万円（セグメント間の内部取引高を含む、前年同四半期比7.4％増 76百万円の増収）、セグメント損

失（営業損失）は工場稼働率の低下等により28百万円（前年同四半期比19百万円の減益）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

(総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、主に現金及び預金の減少285百万円、受取手形及び売掛金の増加

125百万円等により、14,101百万円（前連結会計年度末比23百万円の減少）となりました。

 

(負債)

当第２四半期連結会計期間末における負債は、短期借入金の増加89百万円、長期借入金の減少191百万円等によ

り、7,493百万円（前連結会計年度末比190百万円の減少）となりました。

 

(純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、主に利益剰余金の増加107百万円により、6,607百万円（前連結会

計年度末比166百万円の増加）となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結累計期間

より400百万円増加し、2,847百万円となりました。各活動別のキャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりで

あります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加額は、370百万円（前年同四半期は577百万円の増加）となりました。これは主に税金等

調整前四半期純利益304百万円、減価償却費280百万円、たな卸資産の増加115百万円、仕入債務の増加79百万円によ

るものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少額は、346百万円（前年同四半期は264百万円の減少）となりました。これは主に有形固

定資産の取得による支出415百万円によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少額は、304百万円（前年同四半期は217百万円の減少）となりました。これは主に長期借

入金の返済による支出280百万円、配当金の支払額99百万円によるものであります。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は28百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5) 生産、受注及び販売の実績

　①生産実績

当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示しますと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

日　本 3,210,543 ＋ 5.0

中　国 3,307,710 ＋10.5

インドネシア 914,530 △ 2.4

合計 7,432,783 ＋ 6.4
 

(注) １．上記金額は、販売価格で表示しております。

２．上記金額は、セグメント間の内部取引高を含んでおります。

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　② 受注実績

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示しますと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

日　本 4,231,942 ＋ 2.5 731,927 ＋35.4

中　国 5,300,592 ＋18.9 1,329,725 ＋53.3

インドネシア 1,088,326 ＋ 3.2 168,450 ＋ 6.4

合計 10,620,861 ＋10.2 2,230,103 ＋42.4
 

(注) １．上記金額は、販売価格で表示しております。

２．上記金額は、セグメント間の内部取引高を含んでおります。

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　③ 販売実績

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示しますと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

日　本 4,025,587 △ 0.3

中　国 5,228,534 ＋18.6

インドネシア 1,115,145 ＋ 7.4

合計 10,369,267 ＋ 9.3
 

(注) １．上記金額は、セグメント間の内部取引高を含んでおります。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 58,000,000

計 58,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 14,624,000 14,624,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 14,624,000 14,624,000 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ─ 14,624,000 ─ 1,102,433 ─ 1,152,432
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社児嶋コーポレーション 京都市伏見区桃山南大島町95-42 2,048 14.0

児嶋　雄二 京都市伏見区 1,153 7.9

株式会社エヌビーシー 岐阜県大垣市世安町４丁目31 524 3.6

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 東京都中央区晴海１丁目８-11 499 3.4

児嶋　淳平 京都市伏見区 480 3.3

児嶋　亨 東京都品川区 426 2.9

児嶋　一登 京都市下京区 425 2.9

池田　朋子 京都市伏見区 390 2.7

倉林　克己 静岡県沼津市 303 2.1

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 260 1.8

計 ― 6,508 44.5
 

（注）１. 当社は、自己株式 291千株（2.0％）を保有しております。

２. 第７位の児嶋一登氏は、株式会社児嶋を実質的に所有しており、当該株式（180千株）を含めた場合の所有

株式数は605千株、第３位となります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 291,000

― 単元株式数 1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,324,000
14,324 単元株式数 1,000株

単元未満株式 普通株式   9,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 14,624,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,324 ―
 

　（注）「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式772株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社京写

京都府久世郡久御山町
森村東300番地

291,000 ― 291,000 2.0

計 ― 291,000 ― 291,000 2.0
 

　（注）（自己保有株式）株式会社京写の株式数は、単元未満株式772株を除く株式数により記載しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,320,108 3,034,191

  受取手形及び売掛金 3,601,898 3,727,696

  製品 611,514 596,264

  仕掛品 352,359 405,653

  原材料及び貯蔵品 754,387 845,586

  繰延税金資産 95,034 95,905

  その他 540,125 494,244

  貸倒引当金 △20,652 △37,581

  流動資産合計 9,254,776 9,161,960

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,532,852 3,564,643

    減価償却累計額 △2,569,470 △2,642,438

    建物及び構築物（純額） 963,382 922,204

   機械装置及び運搬具 7,694,325 7,914,676

    減価償却累計額 △5,767,754 △5,958,492

    機械装置及び運搬具（純額） 1,926,571 1,956,183

   土地 698,702 698,702

   建設仮勘定 22,266 92,251

   その他 1,066,119 1,113,810

    減価償却累計額 △884,689 △897,215

    その他（純額） 181,430 216,595

   有形固定資産合計 3,792,354 3,885,938

  無形固定資産 144,398 137,117

  投資その他の資産   

   投資有価証券 527,295 516,889

   繰延税金資産 98,782 98,613

   その他 332,405 300,514

   貸倒引当金 △25,567 ―

   投資その他の資産合計 932,916 916,017

  固定資産合計 4,869,668 4,939,072

 資産合計 14,124,445 14,101,033
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,214,220 3,238,063

  短期借入金 1,974,602 2,063,701

  1年内返済予定の長期借入金 508,702 420,992

  リース債務 5,169 8,474

  未払法人税等 80,653 98,604

  賞与引当金 149,587 127,975

  その他 521,366 498,519

  流動負債合計 6,454,302 6,456,330

 固定負債   

  長期借入金 599,462 407,559

  リース債務 14,469 34,708

  退職給付に係る負債 254,437 228,425

  繰延税金負債 133,945 139,304

  その他 226,828 226,865

  固定負債合計 1,229,143 1,036,863

 負債合計 7,683,445 7,493,193

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,102,433 1,102,433

  資本剰余金 1,153,716 1,153,716

  利益剰余金 2,912,248 3,019,347

  自己株式 △31,544 △31,932

  株主資本合計 5,136,853 5,243,564

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 263,112 262,293

  繰延ヘッジ損益 2,261 △1,848

  為替換算調整勘定 967,765 1,026,158

  退職給付に係る調整累計額 △81,649 △78,698

  その他の包括利益累計額合計 1,151,490 1,207,904

 非支配株主持分 152,656 156,371

 純資産合計 6,441,000 6,607,839

負債純資産合計 14,124,445 14,101,033
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 8,606,012 9,378,790

売上原価 6,844,656 7,674,163

売上総利益 1,761,356 1,704,627

販売費及び一般管理費 ※１  1,274,362 ※１  1,449,658

営業利益 486,994 254,968

営業外収益   

 受取利息 1,659 1,590

 受取配当金 2,354 3,699

 為替差益 4,806 12,706

 雑収入 8,344 18,976

 営業外収益合計 17,165 36,973

営業外費用   

 支払利息 14,018 12,948

 売上債権売却損 8,017 7,577

 雑損失 1,095 1,021

 営業外費用合計 23,131 21,547

経常利益 481,027 270,394

特別利益   

 固定資産売却益 1,251 27

 投資有価証券売却益 ― 36,902

 特別利益合計 1,251 36,929

特別損失   

 固定資産売却損 6 ―

 固定資産除却損 771 3,286

 投資有価証券売却損 95 ―

 特別損失合計 873 3,286

税金等調整前四半期純利益 481,406 304,038

法人税、住民税及び事業税 117,008 80,308

法人税等合計 117,008 80,308

四半期純利益 364,397 223,730

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,657 1,968

親会社株主に帰属する四半期純利益 360,739 221,762
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 364,397 223,730

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 76,425 △819

 繰延ヘッジ損益 △95 △4,238

 為替換算調整勘定 △94,741 61,358

 退職給付に係る調整額 273 2,953

 その他の包括利益合計 △18,138 59,253

四半期包括利益 346,259 282,984

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 347,013 278,176

 非支配株主に係る四半期包括利益 △754 4,808
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 481,406 304,038

 減価償却費 237,385 280,319

 のれん償却額 ― 9,000

 引当金の増減額（△は減少） 17,610 △30,763

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △16,795 △25,696

 受取利息及び受取配当金 △4,013 △5,290

 支払利息 14,018 12,948

 有形固定資産除売却損益（△は益） △474 169

 無形固定資産除売却損益（△は益） ― 3,089

 投資有価証券売却損益（△は益） 95 △36,902

 売上債権の増減額（△は増加） △146,161 △69,131

 たな卸資産の増減額（△は増加） △206,930 △115,235

 仕入債務の増減額（△は減少） 336,552 79,193

 その他 △107,247 31,570

 小計 605,445 437,309

 利息及び配当金の受取額 4,013 5,290

 利息の支払額 △13,999 △12,830

 法人税等の支払額 △17,878 △59,128

 営業活動によるキャッシュ・フロー 577,581 370,640

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △1,811 △1,811

 定期預金の払戻による収入 5,000 30,043

 有形固定資産の取得による支出 △257,932 △415,848

 無形固定資産の取得による支出 ― △12,693

 有形固定資産の売却による収入 3,163 27

 投資有価証券の取得による支出 △24,418 △6,698

 投資有価証券の売却による収入 18,033 60,981

 その他 △6,952 ―

 投資活動によるキャッシュ・フロー △264,917 △346,000

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 148,918 79,942

 長期借入金の返済による支出 △296,520 △280,166

 自己株式の取得による支出 ― △388

 配当金の支払額 △60,134 △99,609

 非支配株主への配当金の支払額 △5,698 ―

 リース債務の返済による支出 △4,212 △3,922

 財務活動によるキャッシュ・フロー △217,646 △304,144

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,148 21,817

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 89,869 △257,686

現金及び現金同等物の期首残高 2,357,387 3,105,260

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  2,447,256 ※１  2,847,573
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　　　偶発債務

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

受取手形割引高 229,011千円 205,374千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

役員報酬 75,948千円 79,602千円

給料手当及び賞与 433,604千円 486,267千円

賞与引当金繰入額 54,873千円 59,198千円

退職給付費用 12,698千円 12,580千円

貸倒引当金繰入額 28,994千円 14,852千円
 

 

EDINET提出書類

株式会社京写(E02048)

四半期報告書

16/22



 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

　　　関係は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金勘定 2,660,293千円 3,034,191千円

預入期間が３か月を超える
定期預金等

△213,036千円 △186,617千円

現金及び現金同等物の
四半期末残高

2,447,256千円 2,847,573千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 71,664 ５ 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 114,662 ８ 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計

日本 中国 インドネシア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 3,831,896 3,879,798 894,317 8,606,012 ― 8,606,012

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

204,850 530,420 143,970 879,241 ― 879,241

計 4,036,747 4,410,218 1,038,288 9,485,253 ― 9,485,253

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

120,286 372,379 △8,755 483,910 ― 483,910
 

 

２.　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 483,910

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 3,083

四半期連結損益計算書の営業利益 486,994
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計

日本 中国 インドネシア 計

売上高       

  外部顧客への売上高 3,800,990 4,688,288 889,512 9,378,790 ― 9,378,790

 セグメント間の内部売上高
 
 又は振替高

224,596 540,246 225,633 990,476 ― 990,476

計 4,025,587 5,228,534 1,115,145 10,369,267 ― 10,369,267

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

48,260 236,278 △28,316 256,221 ― 256,221
 

 

２.　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 256,221

「その他」の区分の利益 ―

セグメント間取引消去 △1,252

四半期連結損益計算書の営業利益 254,968
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 25円17銭 15円47銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 360,739 221,762

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

360,739 221,762

   普通株式の期中平均株式数(千株) 14,332 14,332
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月12日

株式会社京写

取締役会  御中

 

京 都 監 査 法 人
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士  加　地　　　敬   印
 

 

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士  高　田　佳　和   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社京写の

平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社京写及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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